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前回2015年調査よりも平均得点及び順位が低下して
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おいて指摘された、判断の根拠や理由を明確にしな
がら自分の考えを述べることなどについて、引き続
き、課題が見られることも分かった。」とコメント
している。
　現在、学校においては、新学習指導要領が小学校
から順次、全面実施され、主体的・対話的で深い学
びの視点からの授業改善の実現、読解力等の言語能
力の確実な育成を目指した取組が行われているとこ
ろである。
　本号では、識者の考えや教育関係機関の取組を紹
介する。各学校においては、自校の取組を振り返り、子
供たちの読解力を高めるための深い学びの指導方法や、
学び方の研究の一助としていただければ幸いである。


